
項目 確認事項 届出内容
大学等名1（代表大学等） 大手前大学
大学等名1（代表大学等）※カナ オオテマエダイガク
大学等名2（連携大学等）
科目名 インターンシップ
学部・研究科等名 総合文化学部、メディア・芸術学部、現代社会学部
担当教職員名・役職 瀬口昌生（メディア・芸術学部　准教授）
受講者数（H28年度実績）※インターンシップ参加者数 43
受入企業等数 54
受入企業等名 (株)アイデム、尼崎印刷(株)、(公財)尼崎市総合文化センター、(株)ア

ンテリーベ、(公財)アイホール、(株)イケガミ、SMBC日興証券(株)、エ
バオン(株)、エムディエー(株)、大阪シティ信用金庫、大阪ユニセフ協
会、(株)大林組、菓子工房みわあおに、(株)カース・キャリアセンター、
(株)関西スーパーマーケット、(株)関西東通、近畿日産(株)、(株)グ
ローバルサポート、グンゼスポーツ(株)、神戸市立中央図書館、(株)
神戸マツダ、(有)コピーズ、サフィールリゾート(株)、(株)シーマ、(株)Ｊ
ＴＢ西日本、(株)ジャヴァコーポレーション、神姫バスツアーズ(株)、
(株)新風書房、(株)STUDIOARC、辰馬本家酒造(株)、(株)ヂーゼル、
(株)つかしんタウンクリエイト、(株)ドルチェ、(株)ドンク、内外カーボン
インキ(株)、西宮市役所、(株)日興商会、野村證券(株)、(株)阪急交通
社、播州信用金庫、阪神ロジテム(株)、(株)ビデオユニテ、ピッコロシ
アター、兵庫県庁、平田建築設計(株)、保育園パステルのおうち、保
育園パステルの森、(株)ホテルオークラ神戸、(株)ホテルプラザ神戸、
毎日新聞社、丸善雄松堂(株)、丸山印刷(株)、みかげ山手ロール、
(公財)メイシアター

インターンシップの分類 4.他県をまたぐ広域インターンシップ,5.低学年（大学1年次～2年次程
度）からのインターンシップ,6.大企業・グローバル企業でのインターン
シップ,7.中小企業でのインターンシップ

上記以外のインターンシップの分類（記述欄）
1-1.当該インターンシップは、就業体験を伴うものになっていますか。 1.はい
1-2.該当する就業体験 1.企業等における業務への従事
1-2.以外の就業体験の内容（記述欄）
1-3.上記回答内容に関する詳細（記述欄） 本学のインターンシップは「就業体験」により、就労に対する意識を高

め、自身が描くキャリアデザインをより明確なものにすることを目的と
している。そのため、主に業務体験型プログラム（社員の基幹的ある
いは補助的業務の一部を経験）から構成されている。

2-1.当該インターンシップを正規の教育課程の中に位置付け、シラバ
ス等において、インターンシップの実施目的や期待する教育的効果を
明確にしているなど、体系的なプログラムとして単位認定が行われて
いますか。

1.はい

2-2.該当するインターンシップの内容 2.当該インターンシップは、キャリア教育科目として実施している,6.当
該インターンシップは、選択科目として実施している,7.当該インターン
シップは、授業期間中に実施している,8.当該インターンシップは、休
業期間中に実施している

2-2.以外で実施しているインターンシップの内容（記述欄）
2-3.当該インターンシップを実施する年次（記述欄） ２年次・３年次
2-4.当該インターンシップで付与される単位数（記述欄） ２単位
2-5.上記回答内容に関する詳細（記述欄） 2・3年次生を対象に、キャリアアップ科目（選択科目、２単位）として、6

～7月に事前学習、8～9月の夏期休業期間中に5～10日間の就業体
験実習、9～10月に事後学習を実施している。本科目では、企業研修
（インターンシップ）を体験することにより、就労に対する意識を高め、
自身が描くキャリアデザインをより明確なものにする。

3-1.インターンシップの実施前の学生・企業双方との目標設定や目的
のすり合わせや、実施後の振り返り等を行うなどの適切な学修の時間
が設けられていますか。また、インターンシップの教育的効果が発揮さ
れるようインターンシップ期間中に適切なモニタリングを実施していま
すか。

1.はい

3-2-1.該当する事前学習の内容 1.学生に対して、社会人としてのマナーや守秘義務の遵守、パソコン
の使用方法等を身に付ける授業等を行っている,2.学生が受入企業の
事業内容等に関する事前の調査・研究を行っている,3.学生に対して、
インターンシップにおける成果目標の確認や行動計画等の策定を
行っている,4.学生に対して、正規の教育課程としてのインターンシッ
プの実施目的や期待する教育的効果の理解を促している,5.その他

3-2-1.以外で実施している事前学習の内容（記述欄） 学生の主体性の喚起を目的とし、主体的行動や報連相をテーマとし
たケーススタディを実施

3-2-2.該当する事後学習の内容 1.日報やレポート等を用いて、現場での体験の振り返りを行ってい
る,3.振り返りを実施し、成果目標等の達成について確認を行ってい
る,4.その他

3-2-2.以外で実施している事後学習の内容（記述欄） 全受講生を対象とし、就業体験成果のプレゼンテーションを実施。プ
レゼンテーションの各グループの優秀者によるプレゼンテーション大
会を第15回授業時に実施。

3-2-3.該当するモニタリング 3.その他
3-2-3.以外で実施しているモニタリングの内容（記述欄） 実習期間中、特にモニタリングは実施していないが、実習に関する相

談や不測の事態が発生した場合の指導・相談体制を整えている。
3-3-1.事前学習の内容に関する詳細（記述欄） 全3回の事前学習の中で、インターンシップの趣旨や目的の理解、業

界・企業研究の方法（第1回）、インターンシップ中の目標設定・ケース
スタディをグループワーク形式で深める就業体験への動機づけ（第2
回）、ビジネスマナー研修、業界・企業研究ワークショップ（第3回）を実
施している。
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3-3-2.事後学習の内容に関する詳細（記述欄） 就業体験で学んだ事・感じた事などをパネルディスカッション形式で全
受講生に共有（第13回）、全受講生を対象とし、就業体験成果のプレ
ゼンテーションを実施（第14回）、優秀者によるインターンシッププレゼ
ンテーション大会を実施（第15回）を実施している。

3-3-3.モニタリングの内容に関する詳細（記述欄） 実習期間中、特にモニタリングは実施していないが、実習に関する相
談や不測の事態が発生した場合の指導・相談体制を整えている。

4-1.インターンシップの教育的効果を定量的・定性的に把握できる手
法・仕組みを取り入れていますか。

1.はい

4-2.該当する教育的効果を測定する仕組み 1.アンケートやレポートの作成をインターンシップの実施前後で実施
し、学生の意識や行動の変容について確認を行っている,2.社会で求
められる汎用的能力等を客観的に測定するためのテストを用いて、イ
ンターンシップの実施前後で回答を求めている

4-2.以外で実施している教育的効果を測定する仕組み（記述欄）
4-3.上記回答内容に関する詳細（記述欄） 実施後1週間以内に提出させる「事後レポート」および本学独自で実

施している「セルフチェックに基づくC-PLATS成長度検査*」により学
生のキャリア成熟度や問題解決能力の成長度を測ることで、インター
ンシップ前後の変容を客観的に把握し、学生の自己理解を促してい
る。　*C-PLATSとは、本学独自の能力指標で、社会に貢献できる人
材に必要な能力を問題解決力とし、問題解決能力を発揮するために
必要な10のチカラのことである。

5-1.一定期間のまとまりのある連続した5日間以上のインターンシップ
の実施期間を確保していますか。

1.はい

5-2.該当する実施期間 1.連続した5日間以上の実施期間を確保している
5-2.で「1.連続した5日間以上」を選択した場合（記述欄） 実施期間５～１０日間
5-2.で「2.事前・事後学習を合わせて5日間以上」を選択した場合（記
述欄）
5-2.で「3.複数の企業等を合わせて5日間以上」を選択した場合（記述
欄）

5-2.以外の実施期間の内容（記述欄）
5-3.上記回答内容に関する詳細（記述欄） 原則として学生1名につき、1企業のマッチング。事前・事後学習をそ

れぞれ3回、就業体験実習は5～10日間で実施している。
6-1.大学等と企業の双方が関与し合い、学生に対する教育的効果の
最大化に努めているなど、大学等と企業が協働してプログラムを設計
していますか。

1.はい

6-2.該当する大学等と企業の協働取組の内容 3.企業担当者が学生に対して適切に関与し、目標達成に導くなど、大
学として必要な支援を行っている,4.受入企業等も、インターンシップ中
の学生に対する評価を実施している,7.その他

6-2.以外で実施している大学等と企業の協働取組の内容（記述欄） グループに分かれて実施する就業体験報告会（プレゼンテーション）
の審査員として実習受入企業担当者を招いている。

6-3.上記回答内容に関する詳細（記述欄） 本学担当者と直接折衝している企業担当者が、就業体験期間中も実
習日誌等により学生指導を担当。就業体験評価についても企業担当
者が評価を行っている。また、一部の企業に限られるが、グループに
分かれて実施する就業体験報告会（プレゼンテーション）の審査員と
して実習受入企業担当者を招き、学生への質疑・アドバイス・評価を
担当いただいている。

7.上記①～⑥で回答した各要素の内容について、詳細が記載されて
いるシラバスなどの資料が閲覧できる大学等のウェブサイトのURL

シラバスは一般には公開しておりません。以下、大学ウェブサイトの
「就職・キャリア」に関するページのURLです（実習先企業等の情報が
記載されています）。http://www.otemae.ac.jp/career/employment/

大学等名 大手前大学
担当部署名 キャリアサポート室(キャリア教育担当)
担当者役職名
担当者氏名
電話番号 0798-32-7513
メールアドレス interne@otemae.ac.jp
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